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田　　村　　隆　　一

教職課程科目の授業アンケート分析（2008年度）

　福岡大学では毎年、学生による「授業アンケート」を
実施している。本稿では、2008年度前期および後期に実
施した「授業アンケート」の結果について報告する。今
回の報告では、福岡大学において、教職課程科目として
開設されているものが対象である。なお、一部の科目で、
共通教育科目、学科専門科目としても開設されている授
業については除外されているものもある。
　本アンケート実施にあたって「プライバシーポリ
シー」が定められており、アンケートの結果によって、
学生および教員が不利な扱いを受けることがないように
規定されている。結果の公表にあたっては各組織（本報
告では、本学教職課程）の自主的判断に従うとされてい
る。本学教職課程委員会において、自由記述も含めた分
析の結果を公表することが認められている。本報告の目

的は教職課程全体の授業改善にあるので、教員名は提示
していない。なお、回答者が10名以下のクラスについて
は、科目単位の集計報告は行っていない。

アンケート項目
　アンケートの質問項目は、共通質問項目10問（A−1
からA−10）と自由記述からなる（表１）。そのほかに、
各教員が独自に質問項目を設定できるが、本報告からは
除外している。
　質問項目については、５件法（１：まったくあてはま
らない、２：あまりあてはまらない、３：どちらでもな
い、４：ややあてはまる、５：とてもあてはまる）で、
点数が高いほど肯定的評価である。

項目番号 項　　　　　　目
Ａ−１ 授業は興味や関心を引くものだった
Ａ−２ 授業は理解しやすかった
Ａ−３ 教師の熱意を感じた
Ａ−４ 教師の話し方や声は聞き取りやすかった
Ａ−５ 板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった
Ａ−６ 教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった
Ａ−７ 教師の学生に対する態度は適切だった
Ａ−８ 授業の開始時間、終了時間が守られていた
Ａ−９ 学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた
Ａ− 10 この授業に満足している

実施状況
　教職課程科目のアンケート実施状況を表２に示す。
のべ登録者数12,550名、のべ回答者数8,204名、回答率

65.37％であった。ほぼすべての科目でアンケートが実
施されている。科目ごとの実施状況は、表３、表４に示す。

表１　授業アンケートの共通質問項目

表２　教職課程「授業アンケート」実施状況
実施時期 2008年度前期 2008年度後期 2008年度計

科 目 数 90　 87　 177　
実 施 科 目 数 89　 87　 176　
実 施 率 98.89％ 100.00％ 99.44％
登 録 者 数 5,539　 7,011　 12,550　
回 答 数 3,905　 4,299　 8,204　
回 答 率 70.50％ 61.32％ 65.37％
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科　　目　　名　　称 登録者数 回答者数 回答率
中国語科教育法Ⅲ 4 4 100.0%
教育実習事前・事後指導  数学 32 29 90.6%
保健体育科教育法Ⅱ 56 30 53.6%
保健体育科教育法Ⅱ 118 68 57.6%
特別活動論 145 107 73.8%
教職概論 61 45 73.8%
教育実習事前・事後指導  二部 14 9 64.3%
教職概論 62 53 85.5%
教育方法論  二部 10 10 100.0%
英語科教育法Ⅰ 24 23 95.8%
中国語科教育法Ⅰ 3 3 100.0%
教育実習事前・事後指導  中国語・朝鮮語 6 6 100.0%
独語科教育法Ⅰ 5 5 100.0%
教職概論 82 57 69.5%
教育実習事前・事後指導  地歴 64 45 70.3%
仏語科教育法Ⅰ 3 3 100.0%
教育行政学 121 96 79.3%
教育行政学  二部 11 5 45.5%
教職概論 230 183 79.6%
教育制度論 146 108 74.0%
教職概論 168 110 65.5%
教職概論  二部 11 9 81.8%
教育制度論 192 134 69.8%
職業指導 14 10 71.4%
教育制度論  二部 14 11 78.6%
教育制度論 215 157 73.0%
教職研究Ａ 20 15 75.0%
生徒指導論（進路指導を含む。） 41 27 65.9%
道徳教育論 97 55 56.7%
教職演習 31 28 90.3%
道徳教育論 81 60 74.1%
道徳教育論 111 66 59.5%
人権教育 113 82 72.6%
教育方法論 152 107 70.4%
教職研究Ａ 20 16 80.0%
教育方法論 112 77 68.8%
生涯学習概論Ａ 119 93 78.2%
生涯学習概論Ａ 193 143 74.1%
道徳教育論 126 47 37.3%
教育心理学 159 103 64.8%
教職演習 30 22 73.3%
学校カウンセリング 36 21 58.3%
特別支援教育 28 20 71.4%
生徒指導論（進路指導を含む。） 112 76 67.9%
生徒指導論（進路指導を含む。） 57 37 64.9%

表３（１）　2008年度教職課程科目（前期開講科目）「授業アンケート」の科目ごとの実施状況
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表３（２）　2008年度教職課程科目（前期開講科目）「授業アンケート」の科目ごとの実施状況

科　　目　　名　　称 登録者数 回答者数 回答率
教職演習 31 18 58.1%
教育心理学 126 75 59.5%
教育心理学 107 92 86.0%
教職演習 30 21 70.0%
教職演習 29 20 69.0%
教職演習 30 23 76.7%
学校カウンセリング 71 54 76.1%
教育実習事前・事後指導  保健体育 55 45 81.8%
教育実習事前・事後指導  保健体育 43 27 62.8%
教育実習事前・事後指導  保健体育 44 34 77.3%
教育実習事前・事後指導  保健体育 44 26 59.1%
教育実習事前・事後指導  英語・独語 30 25 83.3%
地理歴史科教育法  地理　二部 18 12 66.7%
地理歴史科教育法  地理 19 9 47.4%
教育実習事前・事後指導  地歴 36 27 75.0%
教育実習事前・事後指導  仏語 1 1 100.0%
教職演習 30 23 76.7%
学校カウンセリング 87 56 64.4%
教育心理学  二部 45 38 84.4%
教育実習事前・事後指導  国語 40 27 67.5%
国語科教育法Ⅰ 20 20 100.0%
学校カウンセリング 114 77 67.5%
教職演習 30 21 70.0%
特別活動論 71 57 80.3%
特別活動論 142 93 65.5%
教職演習 29 22 75.9%
特別活動論 43 28 65.1%
教育実習事前・事後指導  商業 3 2 66.7%
商業科教育法Ⅰ  二部 16 14 87.5%
進路指導論  二部 20 18 90.0%
教職概論 135 83 61.5%
教職概論 193 134 69.4%
公民科教育法 75 59 78.7%
教育実習事前・事後指導  公民 24 12 50.0%
教育実習事前・事後指導  情報 10 7 70.0%
工業科教育法Ⅰ 10 9 90.0%
書道 15 14 93.3%
生徒指導論（進路指導を含む。）  二部 8 5 62.5%
国語科教育法Ⅲ 17 16 94.1%
情報科教育法Ⅰ  E・C・B 17 12 70.6%
情報科教育法Ⅰ  E・C・B　二部 2 2 100.0%
社会科教育法（地理歴史分野）Ⅰ 100 69 69.0%
社会科教育法（地理歴史分野）Ⅰ  二部 43 32 74.4%
教育実習事前・事後指導  理科 36 31 86.1%
朝鮮語科教育法Ⅰ 1 0 0.0%
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表４（１）　2008年度教職課程科目（後期開講科目）「授業アンケート」の科目ごとの実施状況

科　　目　　名　　称 登録者数 回答者数 回答率
中国語科教育法Ⅱ 3 3 100.0%
看護科教育法Ⅰ 4 4 100.0%
保健体育科教育法Ⅲ 70 30 42.9%
保健体育科教育法Ⅲ 66 29 43.9%
保健体育科教育法Ⅰ 172 99 57.6%
保健体育科教育法Ⅰ 86 42 48.8%
教育方法論 96 70 72.9%
教育方法論 29 21 72.4%
教育方法論 51 41 80.4%
特別活動論 71 48 67.6%
特別活動論 48 32 66.7%
英語科教育法Ⅱ 25 22 88.0%
独語科教育法Ⅲ 2 2 100.0%
独語科教育法Ⅱ 5 3 60.0%
日本教育史 164 86 52.4%
教育原論 105 74 70.5%
地理歴史科教育法  歴史 65 55 84.6%
仏語科教育法Ⅱ 3 3 100.0%
教育原論 294 184 62.6%
教育原論 304 208 68.4%
教育制度論 116 82 70.7%
教育法規 123 77 62.6%
教育法規  二部 14 12 85.7%
国語科教育法Ⅱ 25 21 84.0%
教育制度論 127 80 63.0%
教育制度論 95 76 80.0%
職業指導  二部 10 8 80.0%
教職研究Ｂ 20 13 65.0%
生徒指導論（進路指導を含む。） 41 24 58.5%
生徒指導論（進路指導を含む。） 90 51 56.7%
生徒指導論（進路指導を含む。） 112 58 51.8%
道徳教育論 71 48 67.6%
道徳教育論  二部 11 5 45.5%
教職演習 12 8 66.7%
教育評価論 137 109 79.6%
教育方法論 50 34 68.0%
教職研究Ｂ 20 13 65.0%
教育方法論 46 28 60.9%
教育原論 183 130 71.0%
教育原論 162 116 71.6%
生涯学習概論Ｂ 137 84 61.3%
生涯学習概論Ｂ 136 97 71.3%
教育制度論 68 26 38.2%
道徳教育論 86 46 53.5%
教職演習 18 12 66.7%
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表４（２）　2008年度教職課程科目（後期開講科目）「授業アンケート」の科目ごとの実施状況

科　　目　　名　　称 登録者数 回答者数 回答率
学校カウンセリング 19 14 73.7%
教育心理学 363 249 68.6%
教職演習  二部 8 6 75.0%
生徒指導論（進路指導を含む。） 67 38 56.7%
教職演習 12 9 75.0%
教職演習 23 17 73.9%
教育心理学 125 72 57.6%
教職演習 16 13 81.3%
教育心理学 133 76 57.1%
情報科教育法Ⅰ 44 34 77.3%
教職演習 12 9 75.0%
教職演習 9 6 66.7%
英語科教育法Ⅲ 30 25 83.3%
仏語科教育法Ⅲ 2 2 100.0%
教育心理学 211 94 44.5%
学校カウンセリング 76 48 63.2%
教職演習 19 14 73.7%
学校カウンセリング 109 54 49.5%
教職演習 30 25 83.3%
教職演習 30 26 86.7%
教職演習 28 24 85.7%
特別活動論 91 50 54.9%
特別活動論  二部 14 8 57.1%
商業科教育法Ⅱ  二部 16 13 81.3%
進路指導論 89 60 67.4%
日本教育史 373 155 41.6%
日本教育史 334 149 44.6%
公民科教育法  二部 18 14 77.8%
工業科教育法Ⅱ 9 6 66.7%
書道 15 10 66.7%
日本教育史 188 94 50.0%
日本教育史 317 168 53.0%
日本教育史 77 21 27.3%
学校カウンセリング  二部 11 10 90.9%
道徳教育論 180 144 80.0%
情報科教育法Ⅱ 10 8 80.0%
情報科教育法Ⅱ 二部 1 1 100.0%
社会科教育法（公民分野）Ⅱ 99 73 73.7%
社会科教育法（公民分野）Ⅱ  二部 27 17 63.0%
教育原論 53 43 81.1%
教育原論 149 85 57.0%
朝鮮語科教育法Ⅱ 1 1 100.0%
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科目ごとの平均値の集計
　共通質問項目について、前期および後期の評定値を各
科目ごとに平均した。（この場合の「科目」とは、同一
科目名で複数の授業が開講されている場合には、それぞ
れを一つの科目として扱っている。）これを「科目平均
値」として、集計を行った。「科目平均値」の最小、最大、

平均、標準偏差を表５に示す。
　全体的に見ると、１項目を除いて平均が4.0を超えて
おり、最も低い平均でも3.9を超えていることから、肯
定的な評価を受けている。2006年度分として報告したも
の（田村, 2007）と比較すると、すべての項目で上昇し
ている。授業アンケートの継続によって、授業改善と学
生の満足度の向上が確かめられている。

　前期開講科目

項　　　　　　目 最小 最大 平均 標準偏差

Ａ−１ 授業は興味や関心を引くものだった 2.85 5.00 4.16 0.48 

Ａ−２ 授業は理解しやすかった 2.40 5.00 4.05 0.55 

Ａ−３ 教師の熱意を感じた 3.17 5.00 4.32 0.41 

Ａ−４ 教師の話し方や声は聞き取りやすかった 2.43 5.00 4.21 0.52 

Ａ−５ 板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった 2.44 5.00 3.94 0.56 

Ａ−６ 教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった 3.04 5.00 4.06 0.45 

Ａ−７ 教師の学生に対する態度は適切だった 3.17 5.00 4.25 0.44 

Ａ−８ 授業の開始時間、終了時間が守られていた 2.74 5.00 4.36 0.42 

Ａ−９ 学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた 3.00 5.00 4.05 0.46 

Ａ− 10 この授業に満足している 2.69 5.00 4.19 0.50 

　後期開講科目

項　　　　　　目 最小 最大 平均 標準偏差

Ａ−１ 授業は興味や関心を引くものだった 2.85 5.00 4.13 0.45 

Ａ−２ 授業は理解しやすかった 2.50 5.00 4.09 0.47 

Ａ−３ 教師の熱意を感じた 3.33 5.00 4.33 0.38 

Ａ−４ 教師の話し方や声は聞き取りやすかった 2.69 5.00 4.26 0.47 

Ａ−５ 板書や視聴覚機器（プロジェクターなど）の使用は適切だった 2.69 5.00 3.95 0.54 

Ａ−６ 教材（教科書・資料・実習教材など）は適切だった 3.07 5.00 4.03 0.43 

Ａ−７ 教師の学生に対する態度は適切だった 3.44 5.00 4.25 0.39 

Ａ−８ 授業の開始時間、終了時間が守られていた 3.47 5.00 4.39 0.35 

Ａ−９ 学習する雰囲気を妨げる行動に対して、適切な対応が行われていた 3.00 5.00 4.10 0.43 

Ａ− 10 この授業に満足している 2.83 5.00 4.16 0.46

表５（１）　2008年度教職課程「授業アンケート」の共通質問項目の科目平均値の最小、最大、平均、標準偏差

表５（２）　2008年度教職課程「授業アンケート」の共通質問項目の科目平均値の最小、最大、平均、標準偏差
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主な自由記述
　教職課程科目の「授業アンケート」に書かれた自由記
述のうち、今後の授業改善に役立つと思われるものを記
載する。
　教職課程の授業のため、授業の進め方に対する具体的
な記述が多い。全体的には否定的な記述は多くない。板
書、パワーポイントの提示速度など、授業の技術的側面
に対して要望がある。教師の熱意、現場の経験談、ビデ
オ等による学校現場の紹介などは高い評価がなされてい
る。また、授業の終了時間に対する要望が増えている。
これはICカード学生証による出席管理システムの導入
によって、ほとんどの授業で遅刻が記録されるように
なったため、授業の終了時間が延長されたり、終了時間
近くまで授業を行うと、次の授業の教室までの移動に時
間がかかり、遅刻扱いされることを危惧してのものだと
思われる。

◦　ディスカッションが楽しかったです。大人数だとで
きないような、それぞれの出身校のエピソード、意見
の交換など、いろいろな話が聞けました。

◦　いつもこの授業が始まる前にこの教室である授業が
長すぎて、授業開始に教室に入れないということがあ
りました。教室配置を考えてほしいと思います。

◦　この授業は教職に必要な授業でしたが、たとえ教師
になれなかったとしても、今後の人生に大いに役に立
つこと、考えさせられるような内容でとてもよかった
です。ありがとうございました。

◦　自分の考えていた進路指導の考えがほとんど違って
いたことに気づかされました。

◦　先生の実体験をふまえた話などがうかがえて大変興
味をもって参加することができました。質問を設けた
のもよかったです。

◦　とても解かりやすかったです。お子さんの話など解
かりやすい例え挙げていただいて、ありがとうござい
ます。

◦　例を出して説明していただくので、すごくわかりや
すいです。

◦　テストの範囲をきちんと指定してくれるのがよかっ
た。他の先生も見習ってほしいです。

◦　教師になりたいという意織が強くなり、学校の今の
現状が分かった。

◦　先生は、とても丁寧で分かりやすかったので、この
授業は好きです。ただ、先生の声が気持ち良くて少し
ねむくなります…。（笑）

◦　毎回きれいなレジメがあるので、何が重要かすぐに
わかります。

◦　教育実習前は、心得等、実習に臨む前に準備として
大変ために成りました。実習中も先生から教わった事

を思い出しながら取り組みました。実習後は、仲間の
授業を拝見して、授業の内容の捉え方や伝え方等、異
なった観点から取り組むことで、私自身の中で身に付
いていく過程を感じました。ありがとうございました。

◦　とてもいい先生でした。教育実習の前の不安につい
ても、話をしたりして解決できてよかったです。

◦　先生が実際の現場の話をしてくださるのが勉強にな
ります。

◦　現在、私は科目履修生として、この講義を受けてい
ますが、生徒に対してだけでなく、社会人とのコミュ
ニケーションにも役立つ講義であるため、毎回楽しく
受けさせていただいています。ただ、講義を一方的に
聞くだけになっているので、少人数の講義を活かし
て、グループ討議等を混じえてもおもしろいと思いま
す。

◦　現在の学校がかかえる問題や社会で起こっている事
件を例えにあげながら授業をおこなわれたのでとても
為になったと思います。試験の範囲はもう少し教えて
頂きたいです。

◦　映像等が取り入れられていてその時の授業での内容
が理解しやすかった。

◦　今、教育実習に対しての、不安や心配などがあるの
ですが、ビデオを見たりして、どの様な授業をしてい
るのか見られ、その中で自分ならこうしようとか色々
考えられるので、今凄く助かっています。

◦　ビデオを見る中で、多くの課題、視野を見つけ出す
ことが出来ました。また、先生がそこに適切な話をし
て頂いたので、より理解が深まりました。ありがとう
ございました。

◦　もう少し、濃い授業内容にして欲しかった。
◦　とても面白い授業でしたが、少し横道にそれている

ことが多かった。
◦　模擬授業をする機会があったのは良かったが、実習

に行く前に先生の話をもっと聞きたかったと思いま
す。

◦　科目名が「教育実習・事前事後指導」であるが、教
育実習の事に関することはもちろんのこと、人生のた
めになる話も聞け、とても充実していた授業だったと
思います。

◦　理科の授業で使える身近なものを見せていただいて
教材研究に対する意欲が沸きました。まだまだ様々な
道具を見せていただきたいと思いました。

◦　教育が“人を育てる事”だという基本的・本質的な
事から、授業の仕方・テクニックまで様々な事を楽し
く学べました。

◦　教育実習に行く前に自己紹介の練習をしたことが非
常に役に立ちました。講義で話してくれたほとんどは
理解したつもりでいたが、実習中に、“あぁこういう
ことを言っていたんだ”と本当に理解したことが多
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かった。実際にやると先生の言っていた意味がよくわ
かりました。

◦　毎回コメントカードの質問に答えてもらえるので質
問しやすかった。

◦　教科書の値段が高かったです。
◦　シラバスを見てこの講義をとった時は、難しそうで

大丈夫かとても不安でしたが、実際に受けてみて、と
ても興味を引くものだったし、わかりやすかったで
す。また、今の教育状況なども話していたので勉強に
なりました。

◦　先生の配付して下さるプリントは、授業内容を理解
しやすいように工夫して頂いていますので、記入しな
がら理解を深めるのに大変助かります。更にテキスト
を参照にすることによって、新しい分野が、明らかに
なっていく楽しみがあります。先生は意識なさってい
らっしゃらないかもしれませんが、いつも眼差しが温
かく、励まされているように感じられます。他の学生
と話した時にも、そのような感想を話していました。
それは、先生のお人柄なのだと思います。丁寧に解説
して下さる時にも広い教室を机間巡視して言葉をかけ
てくれるので、先生に傾倒して勉強するようになった
と話している人もいます。大学生といえども、先生と
の触れ合いを求めているのだと思います。ありがとう
ございます。

◦　教室全体をみながら全体の理解度を確認されていた
ようで、その方法は私も中学校ではあるが、教職を目
指しているので私も将来出来たらと思う。

◦　教職課程の授業は、去年何の為にやっているのだろ
う、何を学んでいるのだろうと思ったことがありまし
たが、先生の授業は、一番これから役に立つような気
がしますし、聞いてて、わかりやすいのでやる気もで
ます。

◦　教育問題であるいじめ、ゆとり教育について学ぶこ
とができ、自身の自己分析につなげることもでき大変
よい機会となりました。

◦　前半は指導要領の解説。後半は指導案の作成とめり
はりのある授業で良かった。特に指導案の作成は今後
すごく役に立つことだと思う。

◦　授業を受ければ受けるほど、教師になろうという自
信がなくなっていきます。でも頑張りたいと思います。

◦　とても大変な授業でした。現場の先生方はいつもこ
んな大変なことをなさっているのかと尊敬の念が芽ば
えました。まだまだ未熟ですが、少しずつ力をつけて
いきたいと思います。

◦　何回も模擬授業をやっていると、授業のやり方が良
い点、注意すべき点が分かって良かった。特に、教育
実習後の授業はみんなすごく上手になっていたし、自
分自身も、もっとこうしたら良いというのがコメント
できて、成長できたと思う。

◦　自分のやった授業では、やはり「良いこと」しか言っ
てもらえず、「悪い所も沢山ある筈なのに」と思い、
少し不安だったので、感想は皆に紙にかいてもらう形
にして（名前なし）、自分に意見を言ってもらえるよ
うにすると、「為になる」授業にできるかな、と思う。
色んな人の授業が見られて毎回たのしみにしていまし
た。

◦　学生の意見として自分の授業がきちんと評価される
のでとても勉強になります。私は模擬授業を行う前に
教育実習に行ったので、事前に模擬授業を行っておき
たかったという思いがありました。しかし、今まで教
職課程は免許をとる為に受講していたのですが、実習
に行って、教員に対する意欲が芽生えました。

◦　今回私は模擬授業がなかったので他の人の授業を受
けていました。見ていると一人一人個性が出ていて受
けていて、「こういうこともできるんだぁ」とか、「こ
れは真似しよう！」という場面にも多く出会えたので
よかったです。また、自分も実際に実習に行ってきて、
ここでの模擬授業の見方が大きく変わりました。やは
り、実習前より、実習後の方が皆授業が上手くなって
いると思いました。

◦　当授業では高校レベルの教材を使っていたが、私は
中学校への教育実習であったため、実習へ行った際中
学校の教材のレベルに少しとまどってしまった。もし
対応できるのであれば、中学校の教材も含めた模擬授
業を加えてもらいたいと思う。また、可能であればも
う一つぐらい実習のビデオを見て、雰囲気をつかみた
いと思う。

◦　毎回模擬授業を生徒がして、それに対するコメント
を先生がおっしゃってくれるんですが、もっと具体的
なアドバイスや指摘があった方が良いなと思いまし
た。何かと、いつも生徒の良い点を見つけてやんわり
評価して下さるのは、とても嬉しいし、良い所なので
すが、悪い所は悪いと言って下さった方が、生徒のた
めにも役立つと思います。

◦　黒板の字は先生が前におっしゃっていたようにきた
ないということは全くありませんでしたが、黒板の使
い方がたまに文のつながりがわからないことがあって
少し困りました。

◦　黒板がまとまっていないうえに字が汚く、誤字・脱
字が多い。

◦　話がわかりやすく興味がもてる内容が多くてよかっ
た。授業の雰囲気づくりも良くて、快適に授業を受け
られた。

◦　授業終了時間がちょっと遅いです。
◦　レポートは、なかなか考えるのが難しかったです

が、本当に理解できていないと書けないものだったの
で、じっくり考えることができて良かったと思いまし
た。
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◦　うるさい学生は、すぐに外に出して良いと思う。学
生への自覚（授業に対する）のなさが、同じ学生とし
て非常に情けない。

◦　授業の妨げとなる行為をした人に対する対応はとて
もよかったと思います。授業に集中できました。ＤＶ
Ｄを見たり資料を配布したりしてもらってよかったと
思いますが、もう少し手元に残る資料がいっぱいほし
かったと感じました。

◦　一つ一つのことについて丁寧に教えていただいたの
で、大変わかりやすかったです。教員という仕事の大
変さを感じました。

◦　指名されて発言する時、雰囲気が発言しやすくてと
てもいいと思います。

◦　毎回配られる資料は、もう少し余白の部分を作って
ほしいです。

◦　配付資料のプリントは整理のために配付日を記載し
てほしいです。

◦　学校カウンセリングの授業と似ている内容が多いの
で理解しやすいです。もっと作業を増やしてほしいで
す。

◦　先生からみたこういう実習生は嫌だ！！などを入れ
たほうがもっと興味が出るのではないかと思いまし
た。

◦　学校教育という場面の他にも、友達の相談をきくと
きや、将来子供ができた時などにカウセリングを行う
姿勢や態度は知っておくと役に立つと思った。

◦　教える際、例の出しかたがよくないと思う。
◦　先生が導入とか何とかいろいろ説明しているくせ

に、くだくだ授業をしないでほしい。話が聞きとりに
くくて、わかりづらく、トピックがしぼれていない。
どこのプリントの話しているかをはっきり言ってほし
い。まず、ハンドアウトのページを番号順にしっかり
ふってほしい。この教授の授業は二度と受けたくない
と思う。

◦　少人数で、参加型の授業だったため、非常に興味が
わいた。また色々な人の意見が聞けて良かったと思う。

◦　ビデオが古いものしかないのだろうか？できれば最
新のものがあればよい。

◦　板書をノートへ写すのが非常に写しにくかった。
◦　先生が説明していることは理解できるけど全体的な

意味がわからないです。
◦　注意するならスッキリと怒って下さい。あとに残っ

ています。
◦　終盤にかなりあせり出す…。もう少し、落ち着いて、

説明してほしい。教科書に載っているというが、どこ
に載っているのか…。

◦　授業参加の努力といっていたけど、自分も、教える
工夫をしてください。

◦　とても興味・関心をひく授業なので満足していま

す。ただ板書が少ないので単位が取れるかだけ心配で
す。経験などをまじえつつ、理由を加えながら話して
もらえるので頭に残りやすいと思います。あと、早口
というのと、一つ一つの話題の間をもう少しあけてほ
しいです。

◦　先生って大変だなぁと感じた。でも大変だからと、
教師をやめようとは思わなかった。がんばりたいと
思った。

◦　子どもたちに教える授業の内容を考えるのは想像以
上に大変なことでした。けど、実際に教育実習の前に
模擬授業を経験出来て良かったです。

◦　授業中に机間巡視をする時、壁を軽く叩きながら動
くのはやめてほしい。威圧感があって怖いので。

◦　プロジェクターで写しだされたものが少し見にく
かった。

◦　ぜひ飲みに行きましょうね。
◦　教育実習期間中の公欠で授業に出ることができない

こともあったので、出来れば、通年でとりたかったで
す。

◦　経験や体験が聞けて、とてもためになります。教卓
の陰になって、板書された字が見えにくい時があるの
で、教卓のあたりは、あまり下まで板書しないでもら
えると助かります。

◦　とてもわかりやすいです。教師は“プロ”の仕事だ
な…と思いました。

◦　授業中の私語や居眠りに対してきちんと注意されて
いたのは良かったと思うが、しかし、注意の仕方が嫌
味っぽくて、聞いていて不快に思うことも多々あった
ため、言い方には気をつけていただきたいと思う。無
言退出に対しても厳しかったため、授業中、急にお手
洗に行きたくなった時に大変困った。その日の体調に
よって、左右されることもあるので、お手洗に関して
はもう少し考慮してほしいと思った。

◦　毎回、むりに時間ぎりぎりまで授業をしているよう
に感じます。内容のきりがよければ５分や10分早く終
わっても良いのではないかと思います。

◦　黒板の前にたたれると書けないからどいてほしい。
◦　実際の学校の様子や問題など、ビデオでもっと見て

みたい。先生の、実体験などをもっと聞かせてほしい
です。

◦　授業の内容は、興味をそそられるものもあるし、説
明もある程度理解できる。でも、板書をきれいに、見
やすくしてほしい。字のきれいさの問題ではなく、要
点をおさえて、必要なことを分かりやすく書いてほし
い。板書した言葉を全て丸で囲むので、何が重要なの
かが分かりません。

◦　学級崩壊のビデオが衝撃的でした。「このような中
で授業をやっていかなければいけないんだなぁ」と、
教師の大変さを感じました。
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◦　私は教員志望なので履習をする前からこの授業に興
味があったが、実際に先生の授業を受けてみると、想
像以上に難しく感じたと思う。しかし、話を聞いてい
ると自分が教師になったときに役に立ちそうな話がか
なり含まれているので良かったと思う。ためになると
は感じているけど、少し難しい気がする。もう少し板
書の量を増やして欲しいと思うし、一回言うだけでは
聞き取れない部分もあるので重要なことは、２回くり
返して言うなどのことをしてほしいと思う。

◦　先生の授業は一つ一つ例を出して教えてくれるので
わかりやすい。黒板はあまり書かないけど、書かない
からこそ、聞き逃せないなあと思うし、あんまり答え
を言わないから、自分で考えて、理解しようと思う。
レポートはいつ出るかわからないから、毎回授業を
しっかり聞かないといけないし、授業を聞かないと書
けないレポートだから、必死にノートを書いている。
レポートのときにまた考えることで理解が深まるか
ら、レポートは良いと思う。

◦　何気ない行動や動作でも何かしら意味があるという
ことは、教師という立場にたったとき、結果だけでは
なくて、その過程にどういった心理がはたらいたの
か、何が起きたのかなど考えることがすごく大事なん
だと思った。だから常に今何を考えたのか、何故そう
思ったのか、など、自分を客観的に見ることも大切だ
と思った。

◦　私たち学生が教師の立場で物事を考え、学ぶことは
大切なことだし教師になるにあたって必要なことだと
思います。でも、この授業では全く授業内容の意図が
読めず何も学ぶことはできないし、正直無駄な時間だ
と感じました。先生の考え方はすばらしいものだと思
いますが何一つ伝わってきません。教える側として、
納得いく内容だとしても学ぶ側としては何が大事とし
て考え、こちらに何を伝え・考えてほしいのかが理解
できません。自分自身で考え答えを出すことは大切だ
とわかっていますが、先生の授業ではそれすらできま
せん。正直、自己満足な授業だと思います。学ぶ者と
して満足するどころか不満だけが残る授業です。心理
学者では先生のような方は当たり前なのかもしれませ
んが、選択して勉強しようとしている私たちには当た
り前ではないです。もっと学ぶ側のことを考えてもら
いたいです。

◦　板書をあまりしない所は良いと思う。ノートのとり
方が上手くなるからだ。

◦　本授業では、先生の一言一句が授業内容と結びつい
ているので、とても集中して授業に臨んでいます。正
直なところ、第一回目の授業の時の先生の印象が強
烈だったのでこの授業を選択したことに後悔していま
した。しかし、授業を受けるにつれて、先生の強烈な
キャラクターも少なからず授業の教材になっていると

分かり、私の授業を受ける態度もそれにつれて積極的
になっていきました。その結果、この授業に対する理
解も進み、また先生の授業態度から何かを盗みたいと
思っています。

◦　毎回遅刻するのはやめてほしい。遅く始めるくらい
なら早く始めて早く終わってほしい。次の授業に間に
合わないから、板書をしないで聞き取りだけだとメモ
が追いつかないことがある。このアンケートを書いて
いる際に見て回ることは回答者を特定する作業だと思
う。

◦　授業は何とも意味の分からない事が多い。先生の質
問する事が今までそんな事ちゃんと考えたことなかっ
た！というものばかりなのでこの授業変わっているな
と思っている。分かろうとしようと毎回努力しても
全く分からない時と、あぁ！という時のどっちかで、
あぁ！あれか！！と思う時は本当に楽しいと思う。板
書も書くばかりでなく、それを理解しながら受けなけ
ればならないので大変。後でノートを見返してみても
何のこっちゃ分からない事や、あいまいな文章表現が
多いのが目立つ。聞く事と板書することの両立が大変
難しい授業。ただ、この授業を選択してそんな事考え
なくても（自分が今までくだらないと思える事がら）
いいだろうとか、日常でちょっと疑問に感じる事を追
求して考えるようになった。

◦　教室が遠くて、移動に時間がかかって遅刻してしま
うので、もう少し早く終わってほしいです。

◦　この授業では、他の授業とは違い、気付かされるこ
とが非常に多かった。板書もほとんどなく、教えられ
ているのでなはく、自ら学ぼうとしないと全く身に付
かない授業だった。こういう授業の方が、その時は苦
しいかもしれないが、後々楽になっていくと思う。結
局は、自ら行動しないことには、何も始まらないとい
うコトだろう。

◦　たぶんこういうことを生徒に書かせると必ず悪いこ
とを書かれると思う。これだけではなく、教師はかな
り心の広い人だと思う。

◦　ミニッツペーパーが評価されて戻ってくるのがよ
かった。自分がどれくらい理解できたかできていない
かわかるから。

◦　遅刻などは、人によって事情がある可能性があるか
らいいとして、私語や携帯電話（主にバイブレーショ
ンの音）はもっと厳重に注意してください。後ろの方
で私語をしている人たちが教師を目指しているかもし
れないと思うと寒気がします。あと、課題の基準があ
いまいだと思います。また、感想用紙の「さらに学び
たいこと」が反映されていないように思います。

◦　毎回学生の意見を授業に取り入れ、そのことをカウ
ンセリングにからめているところがすごいと思う。他
の授業にはない要素をもっている。教職における実践
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的な内容も入っているし、自分たちもカウンセリング
で癒してもらえるので、お得な授業だと思いました。
いろんな視点から考える機会を与えていただきありが
とうございました。

◦　授業の最初にクイズがあって良かったと思います。
◦　教材で先生が配ったプリントがなるべく無駄をなく

したいというのはわかりますが、ごちゃごちゃしてい
て非常に見にくかったです。

◦　先生の熱意が伝わってきて、一刻もはやく教師にな
りたいと思った。先生の体験談はどれも興味深かっ
た。評価に注目した授業は良かったです。

◦　今までの教職を受けてきた総まとめのような授業で
一つの枠にとらわれずに幅広く様々な分野のテーマに
ついて考えることができて、今まで学んできたことが
まとまっていくように思いました。

◦　教科書の販売が遅すぎる。
◦　なんで丸で文字を囲むんですか？囲みすぎて、どこ

が大事か分かりません。
◦　雑談がたまに超おもしろいときがあります。そのと

きの先生は輝いています。授業自体も輝いてますけど
ね。
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各科目のアンケート結果

2008年度 前期開設科目アンケート結果
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